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論　　文　　の　　要　　旨

　減数分裂期には染色体の対合雪組換え，高度の凝縮などが起きる。これらの現象に関与する物質

がクロマチンに存在すると想定される。そこでこのような物質の検索とその機能の解析を行った。

　実験には埋花粉母細胞が大きく比較的多量に得られヨ蕾の長さと花粉のステージに高い相関関係

があり，同一霜内の細胞周期が高度に同調しているなどの点からカノコユリを用いた。

　まず2次元電動泳動によりカノコユリ花粉母細胞に特異的な核タンパク質が存在することを確認

しヨPMCP（Po11en　MotherCen　Prote1n）と命名した。PMCPの生合成ピークは前減数分裂のS－

G。期であった。このタンパク質は泳動距離がH1ヒストンに近いこともありヨ他のタンパク質のリ

ン酸化などの修飾物とも考えられたが菅PMCPに特異的なポリクローナル抗体が作成できヨ実験を

進めた結果。そのようなことはないことを明らかにした。さらにこのPMCPをHPLCとC－18の逆

相カラムで分離精製し寄アミノ酸組成を決定することができた。その結果ヨPMCPはリジン害アル

ギニン含量がそれぞれ13％雪2％（H五ヒストンはそれぞれ22％争2％）であり曾コアヒストンよ

りむしろリンカーヒストンに分類され得ることが明らかになった。また芽このPMCPはほ乳類の精

巣に特異的なH1の小成分である田tに類似していた。

　次にこのPMCPの機能について検討した。まず核内のどこにあるか明らかにするためにヌクレ

アーゼで処理し分画を行ったところラ大部分は鋳型活性の低いヌクレオソーム画分に集中した。実

験に使用した花粉母細胞の鋳型活性の高い画分には組換えに関するP－chmmatbが存在すると考

えられるのでPMCPは組換え言遺伝子発現よりむしろ染色体の凝縮に関与すると考えられる。さら

にPMCPはヌクレオソームを電気泳動で分離した実験からリンカー部分に存在することが示唆さ
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れた。また、伽o伽oではH五キナーゼによりリン酸化されることも明らかにされた。染色体の凝縮

はH1ヒストンのリン酸化が引金である。ユリの根端細胞の中期染色体は22μmに対して花粉母細

胞のそれは12μmと報告されているのでH1ヒストンだけでなくPMCPも凝縮因子として機能して

いる可能性が高い。

　リンカーDNAを優先的に切断するヌクレアーゼを用いて限定分解、完全分解条件下でのPMCP

の存在様式について調べたところ差異が認められた。限定分解条件下でPMCPはヌクレオソームの

ダイマー以上にう完全分解条件下ではモノマーに検出された。このことから筆者はPMCPは2分子

のヌクレオソームコアを強く結びつけていると考えた。第一分裂組換え期のクロマチンではnick

trans虹aseヨ内生のnuc1ease等の活性が上昇することが知られているのでラPMCPはこの時期のク

ロマチンを保護する機能を持っていると考えられる。

　本論文ではラ以上のことにより写花粉母細胞に特異的な核タンパク質（PMCP）を検出して精製

を行い、リンカーヒストンであることを示唆した。また、PMCPの機能として染色体の凝縮ラ組換

え期におけるクロマチンの保護ということが有り得ることを示した。

審　　査　　の　　要　　旨

　本研究において筆者はヨ細胞学及び生化学に関する豊富な知識と経験を生かしラ高等植物の初期

花粉形成過程（減数分裂）のクロマチンについて解析した。その結果ラ花粉母細胞に特異的な核タ

ンパク質（PMCP）を精製してその特徴を明らかにしヨリンカーヒストンであることを示した。ま

た、そのPMCPの機能として染色体の凝縮ラ組換え期に置けるクロマチンの保護ということが有り

得ることを示しており雪今後の研究の発展の基礎となる示唆に富むもので高く評価される。

　よってラ著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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